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 Ⅰ 事業の概要 
 

当財団が管理運営する石橋文化センターは、株式会社ブリヂストンの創業者であ

り、久留米市名誉市民である石橋正二郎氏が「世の人々の楽しみと幸福の為に」と

地域の発展を願い、1956年に建設、久留米市に寄贈された文化施設です。 

石橋文化センターでは、美術館、文化ホール、日本庭園等の機能を活かし、文化

芸術や観光の両面から取り組みを行っており、年間を通じて、展覧会やコンサート

等の鑑賞事業や庭園散策に市内外から多くの方々が訪れられています。 

2025年度は、石橋文化センター園内では、バラフェアをはじめ、季節に応じた庭

園づくりとともに、庭園を活かしたイベントを実施しました。特に、11月から翌年

1月にかけて、ライトアップ＆イルミネーション「光のミュージアム」を試行的に

初めて開催しましたが、多くの方にご来場いただくとともに、文化センターの新た

な魅力を発信することができました。 

 また、開園 70 周年に向けた園内の整備事業として、来園者の安全性及び利便性

の向上を図るため、急勾配となっている園路のスロープ設置工事及び白鳥の池周囲

の舗装工事を行うなど、バリアフリー化を進めました。 

 文化ホールでは、コンサートや落語などの鑑賞事業を 70 周年記念プレ事業とし

て、また、2026年 1 月からは記念事業として実施するとともに、開園 70周年特設

サイトの開設や記念動画の制作により、文化センター開園 70 周年と様々な周年事

業を広く周知しました。 

久留米市美術館では、5 本の企画展を開催し、このうち「異端の鬼才 ビアズリ

ー」展（公益財団法人石橋財団特別助成）は、NHK日曜美術館でも放送され、市外

からも多くの方に来館いただきました。 

 また、2026 年 2 月 14 日からは石橋財団特別助成による開館 10 周年記念展「美

の新地平－石橋財団アーティゾン美術館のいま」を開催し、一般の来館者だけでな

く、市内の中学生や各校区の自治会の方々など多くの方に来館いただきました。 

 石橋正二郎記念館につきましては、開館 10周年を迎えるにあたり、2025年 8月

から休館し、公益財団法人石橋財団により設備やコンテンツを一新するリニューア

ル工事を行っていただき、2026年 2月 14日にリニューアルオープンしました。 

その他、2026年 4月に迎える石橋文化センター開園 70周年に向けて、記念の式

典やコンサート、フェスティバル等の準備を本格的に行いました。 
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Ⅱ．事業活動 

 

【公益財団法人久留米文化振興会事業体系】 

  

 

  

・石橋文化ホール・文化会館の施設貸与及び維持管理事業

・高牟礼会館・芸能会館の施設貸与及び維持管理事業

・石橋文化センター庭園の維持管理事業

・施設全体の整備事業

・芸術文化振興事業

・地域文化活性化事業

・情報センター・友の会事業

・展覧会事業

・調査研究事業

・教育普及事業

・美術館管理事業

・広報マーケティング事業

・石橋文化ホール・文化会館の施設貸与事業（公益以外）

・石橋文化センター園内楽水亭の運営事業

・久留米市野中生涯学習センター管理運営事業

・久留米市民交流センター管理運営事業

・石橋文化センター第１駐車場管理運営事業

・石橋文化センター第２駐車場管理運営事業

公

益

財

団

法

人

久

留

米

文

化

振

興

会

久留米市の公共施設の管理運営事業収４

駐車場管理運営事業収５

売店、喫茶事業収２

久留米市等公共団体からのイベント受託事業収３

収
　
益
　
事
　
業

芸術文化振興事業及び地域文化活性化事業公２

ホール運営事業及び会場利用者サービス事業

公
　
益
　
目
　
的
　
事
　
業

収１

事
務
局

事
業

青木繁記念大賞ビエンナーレ実行委員会

石橋正二郎名誉市民顕彰会

公１ 芸術文化施設等の管理運営事業

公３ 美術館運営事業

・美術館ショップ事業　

・久留米市等公共団体からのイベント受託事業(一般・ｾﾚﾓﾆｰ等）
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≪公益目的事業≫ 

 久留米市美術館、文化ホール、庭園を中心に、芸術文化の振興と地域文化の活性化

を図る様々な事業に取り組みました。 

 

【石橋文化センター入園者及び主要施設の利用状況】 （単位：人） 

 当年度 前年度 対前年比 

石橋文化センター入園者数 450,169 420,449 29,720 

久留米市美術館 

主催展覧会入館者数 
59,467 35,700 23,767 

石橋正二郎記念館入館者数 

※2025 年 8月 1日 

～2026年 2月 13 日休館 

15,502 16,367 ▲865 

石橋文化ホール入場者数 79,912 93,760 ▲13,848 

石橋文化会館入場者数 40,117 42,471 ▲2,354 

 

【石橋文化センター入園者等の月別推移】 

  

 

 

 

 

 
入園者数（人） 展覧会入館者数（人） 

当年度 前年度 対前年度 当年度 前年度 対前年度 

4月 41,797 36,443 5,354 4,180 1,182 2,998 

5月 84,874 90,850 ▲5,976 5,811 3,340 2,471 

6月 26,854 28,078 ▲1,224 4,623 2,921 1,702 

7月 22,985 18,520 4,465 6,235 1,982 4,253 

8月 30,042 21,990 8,052 10,933 2,292 8,641 

9月 21,427 22,943 ▲1,516 2,399 3,181 ▲ 782 

10月 41,047 37,167 3,880 5,065 3,199 1,866 

11月 51,297 43,271 8,026 2,849 4,292 ▲ 1,443 

12月 36,831 31,855 4,976 2,705 3,573 ▲ 868 

1月 25,722 27,394 ▲1,672 3,277 3,446 ▲ 169 

2月 28,258 24,417 3,841 5,140 3,099 2,041 

3月 39,035 37,521 1,514 6,250 3,193 3,057 

合 計 450,169 420,449 29,720 59,467 35,700 23,767 
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公１ 芸術文化施設等の管理運営事業 

  

石橋文化センター諸施設並びに高牟礼会館の施設貸与及び維持管理事業を行いました。 

  

公１―Ⅰ 施設の貸与事業 

１ 石橋文化ホール・文化会館 

 

施 設 
 

 

開館 

日数 

利用 

日数 

利用率

（％） 

利用者数

（人） 

石橋文化ホール 
当年度 270 209 77.4 79,912 

前年度 272 210 77.2 93,760 

石
橋
文
化
会
館 

小ホール 
当年度 303 235 77.5 15,324 

前年度 290 230 79.3 16,577 

会議室・研修室 
当年度 1,580 942 59.9 20,439 

前年度 1,568 910 58.0 19,694 

市民ギャラリー 
当年度 316 167 52.8 4,354 

前年度 316 209 66.1 6,200 

小 計 
当年度 120,029 

前年度 136,231 

※点検等で利用できない日は、開館日数から控除しています。３ 

 

２ 高牟礼会館 

【施設貸与状況】 

年度 件数 利用人数 利用者作品展 

当年度 1,902 件 21,196 人 1回 

前年度 1,716 件 19,246 人 1回 

  

  



８ 
 

公１―Ⅱ 施設の維持管理 

 

１ 庭園管理 

 年間を通じて季節の花木を楽しんでもらえるように、「ななつの花めぐり」として

植栽の適正な生育管理に努めました。特に、バラ園は日本有数のバラ園を目指しガ

ーデンサポーター（ボランティア）の協力もいただきながら、一年間を通じてきめ細

かく維持管理を行いました。 

また、石橋正二郎記念館前においては、美術館開館 10 周年記念式典に合わせ、自

然石のウォールを備えた風格ある花壇へとリニューアルしました。 

さらに、長年の課題であった園内のバリアフリー化として、憩いの森東側スロープ

整備及び白鳥の池周辺園路舗装を実施し、多様な利用者の利便性と回遊性を向上さ

せました。これに合わせて周辺へのアジサイ苗の補植を行い、景観の向上も図りまし

た。 

    

２ 施設整備事業 

文化センター諸施設の機能維持や安全性確保のために以下の事業を行いました。 

 

石橋文化ホール長寿命化計画調査等業務 

石橋文化ホール音響電源制御部他修繕 

石橋文化センター白鳥の池周辺園路舗装工事 

   石橋文化センター園路スロープ整備工事（久留米市発注） 
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公２ 芸術文化振興事業及び地域文化活性化事業 

 

文化ホールや文化センター園内においてコンサートやアートフェスティバル、ななつ

の花めぐりを開催しました。また、市内各地域において音楽イベントや学校への芸術家

派遣事業を行いました。 

 

公２―Ⅰ 芸術文化振興事業 

 

１．優れた芸術文化公演等の鑑賞事業 

 事 業 名 開催日･会場･料金 入場者数 

７
０
周
年
記
念
プ
レ
事
業 

 

石田組コンサートツアー 2025 年 5月 31日（日） 

石橋文化ホール 

6,000 円 大学生以下 2,500 円 

1,062人 

 

春風亭 一之輔、桂 宮治、三遊亭 わん丈 

久留米特選 落語三人会 

2025 年 7月 22日（火） 

石橋文化ホール 

5,500 円 

986人 

 

ドラゴンクエストコンサート 

交響組曲ドラゴンクエストⅢ  

そして伝説へ… 

2025 年 8月 17日（日） 

石橋文化ホール 

5,500 円 

1,070人 

 

こどもオペラ ブレーメンの音楽隊 2025 年 9月 7日（日） 

石橋文化ホール 

1,000 円 中学生以下 500 円 

907人 

THE FOREVER YOUNG 対バンライブ 

FOREVER YOUTH TOUR 2025 ～ 紅葉の候 ～ 

2025 年 10月 19日（日） 

一般 5,800 円 学生 3,800 円 

493人 

三井住友海上文化財団ときめくひととき 

須川展也サクソフォン・リサイタル 

2025 年 11月 3日（月祝） 

石橋文化ホール 

1,000 円 高校生以下 500 円 

854人 

７
０
周
年
記
念
事
業 

  

NAOTO＆DEPAPEPE 

久留米スぺシャルライブ 

 

2026 年 1月 24日（土） 

石橋文化ホール 

4,500 円 

382人 

横山幸雄＆務川慧悟 

ピアノデュオリサイタル 

 

2026 年 3月１日（日） 

石橋文化ホール 

4,000 円 

550人 

メモリアル展 2026 年 2月 14日（土） 

～3月 1日（日） 

美術館 1階ギャラリー 

入場無料 

4,561人 
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２．市民の文化活動の支援や地域文化団体の育成事業  

事 業 名 開催日･会場･料金 入場者数 

第 36 回くるめ新人演奏会 2025年 5月 18日（日） 

石橋文化ホール 

1,000 円 

260 人 

くるめ音楽祭 2025 石橋文化ホール 

入場無料（要整理券） 

2,648 人 

 吹奏楽祭  2025年 9月 14日（日） 1,301 人 

 合唱祭  2025年 9月 15日（月祝） 920 人 

アンサンブル・フェスティバル  2025年 9月 21日（日）  427 人 

第 54 回市民ブラス・コンサート  

2026 ニューイヤー・バンド・フェスティバル 

 

2026年 1月 11日（日） 

石橋文化ホール 

入場無料（要整理券） 

1,284 人 

 

３．青少年の芸術文化体験事業 

（１）石橋文化センター開園記念こどもスケッチ大会 

    季節を感じる豊かな自然の中で、園児や児童の絵に対する関心を高めるとともに、

その感性を育成するため実施しており、今年度も実施しました。 

開催日：4月 26日（土）10:00～16:00 

場所：石橋文化センター園内 

参加人数：246人 

 

（２）学校への芸術家等派遣事業（久留米市からの受託事業） 

子どもたちが文化芸術体験を通じて芸術を学び、表現できる事業として、市内の小学

校 38校で学校と芸術家が連携してワークショップを実施しました｡ 

 

ジャンル 学校数 参加生徒数 

音楽 2校 137人 

茶道 2校 35人 

邦楽 4校 356人 

水墨画 5校 207人 

狂言 5校 403人 

能 6校 678人 

馬頭琴 7校 561人 

合唱 3校 113人 

ダンス 3校 84人 

立体造形 1校 86人 

 合計(前年度) 38校（30校） 2,660 人（1,780人） 
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公２―Ⅱ 地域文化活性化事業 

 

１．石橋文化センター園内の花や美術館を活用した市民参加の事業 

（１）ななつの花めぐり 

石橋文化センターの庭園を活かし、季節に応じた「ななつの花めぐり」のイベントを実

施しました。 

事業名 開催日 主要イベント参加者数 
期間中 

入園者数 

春のバラフェア 4月 26日（土） 

～5月 25日（日） 

コンサート 3,820 人 

ワークショップ 255 人 

ライトアップ 1,901 人 

※フォトスポット設置 

（憩の森・美術館） 

87,359人 

初夏の花まつり 5月 17日（土） 

～6月 15日（日） 

ホタル観賞 1,206 人 

コンサート 330人 

ミニ夜市 259 人 

※風鈴フォトスポット設置 

40,317人 

夏祭り 8月 29日（金） 

30日（土） 

日本庭園ｽﾍﾟｼｬﾙﾗｲﾌﾞ 680人 

夏夜市 1,225 人 

3,429人 

秋のバラフェア 10月 28日（火） 

～11月 24日（月振） 

コンサート 530人 

 

48,617人 

 

もみじまつり 11月 21日（金） 

～12月 7日（日） 

ツリークライミング 15人 

スイーツレッスン 9人 

※光のミュージアム同時開催 

31,311人 

 

春の花まつり 

（梅、つばき、桜） 

2026年 2月 21日（土）

～3月 31日（日） 

梅・つばき・桜コンサート

1,390 人 

48,026人 

 

チューリップまつり 2026年 3月 24日（火）

～4月 5日（日） 

コンサート 750 人 22,476人 

合 計  

（前年度） 

281,535人 

（284,546 人） 

 

（２）坂本繁二郎旧アトリエ特別公開 

園内の事業に合わせて坂本繁二郎旧アトリエを公開しました。 

事 業 名 開 催 日 入場者数 

春のバラフェア 5月 3日(土)、4日(日)、5日(月)、6日(火)、 

10日(土)、11 日(日) 

1,879人 

初夏の花まつり 6月 1日(日) 175人  

秋のバラフェア 11月 3日(月祝) 211人  

春の花まつり 2026年 3月 15日(日)、28日(土)、29 日(日) 557人 

 
合 計 

（前年度） 

11日間 2,822人 

（15日間 3,100人） 
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（３）ミュージアムコンサート 

   市民に優れた演奏を気軽に楽しめる機会を提供するとともに、コンサートチケットの

提示により美術館展覧会の鑑賞促進を図りました。また、昨年に引き続き、子ども向け

ミュージアムコンサートも開催しました。 

   入場料：①④一般 1,500円 ②一般 1,200 円 ③一般 800円 

   会 場：石橋文化ホール 

事業名・開催日・内容 入場者数 

① 6月 27日（金） ヴァイオリン×２、ピアノ 337人 

② 9月 30日（火） ソプラノ、チェロ、ピアノ 302人 

③ 12月 3日（水） ヴァイオリン、ベース、ピアノ 451人 

④ 2026年 2月 18日（水） ヴォーカル、ヴァイオリン、ピアノ 305人 

 合 計 1,395人 

 

（４）0歳からのキッズコンサート 

   鑑賞機会が少ない未就学児及び保護者をターゲットに、アニメや子ども向けの曲を

中心としたプログラム構成で開催しました。文化ホールでの音楽鑑賞を身近に感じて

いただけるような演出に努めました。 

会 場：石橋文化ホール 

入場料：一般：①③1,500 円、②1,000 円 

ファミリーチケット：500 円、高校生以下：無料 

事業名・開催日・内容 入場者数（子ども人数） 

①7 月 6日（日） 歌、ピアノ、パーカッション 914（416）人 

②12 月 20 日（土） 打楽器トリオ 321（154）人 

③3 月 14日（土） ヴァイオリン×２、ピアノ 620（350）人 

 合計 1855（920）人 

 

（５）ミュージアムハロウィン 

親子で夜の文化センターを楽しめるイベントとして、仮装イベントやコンサート、

ワークショップなどを開催しました。また、ハロウィンをテーマにしたお花をアレン

ジしたオリジナルフォトスポットを設置し多くの来園者に喜んでいただきました。 

開催日：10 月 14 日（火）～10月 31 日（金） 

     ライトアップは 25日（土）、26 日（日）、31日(金)の 3日間 

（25、26日は 20時まで、31日は 20 時 30分まで） 

期間中入園者：29,677人（夜間ライトアップ 2,415 人） 
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（６）石橋文化センターアートフェスティバル 

 2016 年 11月の久留米市美術館開館を機に美術館のコンセプトである「石橋文化セン

ターをひとつのミュージアムと捉えた活動」として取り組んでいる事業。子どもたちや

大学生、アーティストとの協働プロジェクトで、開催期間に作品を展示しました。 

開催日：10月 25 日（土）～11月 16日（日） 

会 場：石橋文化センター園内各所 

期間中入園者：39,308人 

 

ア．子どもたちとアーティストによるアート創造プロジェクト 

作品名：秋色に染めて重ねる空間アート 

制作者：宇美拓哉（洋画家）、福田 隆雄（染色家）、田中 さとる（デザイナー） 

ワークショップ参加者 11/2 39名、11/3 45 名 

展示場所：築山 

 

イ．アーティストを志す大学生等の創作活動支援プロジェクト  

①九州大学大学院 芸術工学府 

作品名：いつか、どこかで 

展示場所：園内５か所 
 

②佐賀大学芸術地域デザイン学部 

作品名：醐端亭プロジェクト 

展示場所：園内全域 
 

③九州産業大学芸術学部 

作品名：“The Pathway of Light and Shadow” /光と影の小道 

展示場所：坂本繫二郎旧アトリエ周辺 

 

ウ．特別プロジェクト 

作品名：カッパ世界のダイバーシティ 

制作者：久留米大学附設中学・高等学校生徒有志+anno lab 

展示場所：ガーデンテラス周辺 

 

（７）ライトアップ＆イルミネーション「光のミュージアム」 

文化センターの新たな魅力の向上と入園者の増加、今後の安定的な収益確保の視点か

ら、試行的に開催しました。実施にあたっては、夜景評論家・イルミネーションプロデ

ューサーである丸々もとお氏プロデュースにより、西洋式庭園、日本庭園、竹林ゾーン

で光の演出を行いました。 

   開催日：11 月 22日（土）～2026年 1月 18日（日）41日間  

※月曜及び 12月 28日～1月 2日休み 

※1月は金土日祝のみ 

    時 間：17時 30 分～21時 

    入場料：大人 500 円、中学生以下 200円（3歳以下無料） 

    入場者：22,032 人（1日平均 537 人） 

 

（８）ミュージアムクリスマス ※光のミュージアム同時開催 

コンサートやワークショップなどのクリスマスイベントを開催。 

開催日：12 月 13日（土）～12月 25日（木） 

期間中入園者：16,371人（光のミュージアム入場者数を含む） 
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２．久留米市内の各地域でコンサート等を実施する市民参加の事業 

（久留米市からの受託事業） 

（１）KURUME TEENS MUSIC PROJECT 2025  

会場：久留米シティプラザ スタジオ及びＣボックス 

7月～9月（4 回） 参加者 127人 

        

（２）くるめライブチャレンジ 2025 

会場：久留米シティプラザ 

○ア予選ステージ 

① 9月 23 日（火祝） 出場：8組（C-BOX） 入場者：610 人 

② 10月 25 日（土） 出場：8組（六角堂広場）入場者：720 人 

③ 11月 29 日（土） 出場：8組（C-BOX）入場者：290人 
 

○イファイナルステージ 

開催日：2026 年 2月 14日（土） 出場：12組 

入場者：1,190人 

審査結果：【グランプリ（年間チャンピオン）】TWO RABBITS 

 

  （３）久留米シティプラザ六角堂広場ランチタイムコンサート 

     会場：久留米シティプラザ 六角堂広場 

事業名・開催日・内容 入場者数 

①4月 24日（木） ①西川のばら（ヴァイオリン）、篠原友里（ピアノ） 

②田北りえ（ソプラノ）、古賀美代子（ピアノ） 
457人 

②5月 21日（水） ①田村朋弘（チェロ）、戸田友紀子（ピアノ）   

②Saxophone Quartet The Cameo（サックス） 
540人 

③6月 19日（木） ①中西弾（ヴァイオリン）、植村和彦（ピアノ） 

②Dejima quartet（フルート、ピアノ、ベース、 

パーカッション） 

604人 

 合 計 1,601 人 

 

  （４）邦楽振興事業 

     邦楽演奏会 箏曲のふるさと久留米 「春を彩る邦楽のしらべ」 

開催日：2026 年 3月 20日（金祝） 

会 場：石橋文化ホール（ワークショップ：ホールラウンジ） 

入場者：300 名（ワークショップ参加者：20 名） ※後日 YouTube 配信  
 

３．地域の施設や団体と連携した地域活性化事業 

（１）くるめぐるフェスタ 

 近隣５施設（石橋文化センター、久留米市美術館、福岡県青少年科学館、くるめウス 

久留米市鳥類センター）で連携し、5施設共同による「くるめぐるフェスタ」を開催

しました。また、各施設を巡るスタンプラリーを実施しました。 

開催日：11 月 29日（土） 

会 場：福岡県青少年科学館 

入園者：515 人 
 

（２）久留米まち旅博覧会  

   ｢ちくご ist 古賀春江｣の素顔と魅力 

朝の美術館でとっておきギャラリートーク  

    ①11 月 27日（木）18人 ②12月 6日（土）18人 
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４．協賛制度 

「石橋文化センターをひとつのミュージアムと捉えた活動」や園内の庭園づくりや環

境整備を図るため、企業・団体からの事業協賛を募りました。 

2025 年度から一般協賛（１口３万円）のうち、５口以上の企業・団体は特別協賛とし

て受け付け、ホームページやチラシ等へ社名を掲載しました。 

区  分 企業・団体（前年度） 

スペシャルパートナー 1件（1件） 

オフィシャルパートナー 5件（5件） 

キャンパスパートナー 2件（2件） 

特別協賛 2件（－） 

一般協賛 42件（44件） 

 
公２―Ⅲ 情報センター友の会事業 

 

１．情報誌の発行・ホームページの運営 

 情報誌「みどりのリズム」を隔月発行（10,000 部/回）しました。また、公式 LINE、

公式インスタグラム等 SNS を積極的に活用し、文化センターや市美術館の情報をタイム

リーに幅広く発信しました。 

 なお、石橋文化センター開園 70 周年を広く周知するため以下の取り組みを行いまし

た。 

 ・石橋文化センター開園 70周年特設サイトの構築及び開設 

 ・石橋文化センター開園 70周年記念 PR 動画制作と公開 

 

２．友の会事業 

ミュージアム会員 年会費 5,000円（継続 3,000円） 

（特典）展覧会年間フリーパス、会員限定ギャラリートークへの参加等 

スタンダード会員 年会費 2,000円（継続 1,000円） 

（特典）展覧会割引料金 

 

会員の状況  

区  分 新規 継続 合  計（前年度） 

ミュージアム会員 85人（45人） 316 人（312 人） 401 人（357 人） 

スタンダード会員 136人（34人） 70人（69人） 206人（ 103 人） 

合  計     607 人（460 人） 

   

３．石橋文化センター情報サテライト（久留米シティプラザ２階） 

 情報サテライトでは、石橋文化センターのイベントや久留米市美術館の展覧会など、

文化情報の発信の他、石橋文化センターや久留米シティプラザで開催するコンサートチ

ケットを販売しました。 
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公３ 美術館運営事業 

 

久留米市の「新たな美術館の基本方針」に基づき、市民をはじめ多くの方々に親しまれ

る美術館となることを目指し、指定管理者として久留米市美術館の管理運営を行いました。 

2025 年度は 5 本の展覧会を開催し、2026 年 2 月 14 日からは、開館 10 周年企画の幕開

けとして東京・アーティゾン美術館の所蔵名品展を開催しました。 

また、2月 13日には久留米市美術館開館 10 周年記念式典を開催し、公益財団法人石橋

財団から久留米市に石橋正二郎記念館リニューアル工事の寄付目録が贈呈されました。 

 

１．展覧会事業 

    美術館 2階展示室では 5本の企画展を行いました。 

① 「響きあう絵画 宮城県美術館コレクション」 

リニューアル改修工事に伴い長期休館中の宮城県美術館から、カンディンスキー、 

クレー、松本竣介など、同館コレクションのハイライトともいえる作品をまとめて借

用して展示しました。 

② 「異端の鬼才 ビアズリー」 

25 歳で早逝した英国の画家ビアズリーが短い生涯で残した挿絵や素描、ポスターな

ど、初期から晩年までの約 200点を展示。代表作の数々によってビアズリーの魅力を

伝える回顧展で、石橋財団の特別助成を受けて開催しました。 

③ 「橋口五葉のデザイン世界」 

青木繁と同世代でともに東京美術学校に学んだ鹿児島出身の橋口五葉は、絵画、版画

はもとより、応用芸術の分野でも実力を発揮しました。展覧会ではポスターや本の装

幀など豊かなデザイン性を伝える作品・資料 200余点を展示しました。 

④ 「ちくご ist 深よみ 古賀春江」 

2024 年に始まった「ちくご ist」シリーズの第 2弾として、郷土の洋画家・古賀春江

を取り上げました。かかわりの深い松田諦晶との比較展示や、作品とともに詳細な資

料を合わせて紹介することで画家の実像に迫りました。 

⑤ 「久留米市美術館開館 10周年記念 美の新地平—石橋財団アーティゾン美術館のいま」 

3,000点を超える石橋財団コレクションの中から、新収蔵作品を中心に選びぬかれた

80点により、不断に進化を続けるアーティゾン美術館の現在を紹介しました。2月か

ら 3月にかけては市内の中学生を招待する美術館鑑賞事業を行いました。 

 

展 覧 会 会 期 一般料金 入館者数 

（1日平均） 

響きあう絵画 

 宮城県美術館コレクション 

4月 1日(木) 

〜5月 11日（日）（37日間） 

 

※会期全体 

2月 8日（土） 

〜5月 11日（日）（82日間） 

1,000円 7,891人

（213人） 
 

※会期全体 

14,183人 

（173人） 

異端の鬼才 ビアズリー 5月 24日（土） 

～8月 31日（日） 

 （88日間） 

1,500円 23,891人 

（271人） 

橋口五葉のデザイン世界 9月 13日（土） 

～10月 26日（日） 

 （40日間） 

1,200円 7,464人 

（187人） 
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ちくご ist 深よみ 古賀春江 11月 8日（土） 

〜2026年 1月 18日（日） 

 （58日間） 

800円 8,831人 

（152人） 

久留米市美術館開館 10周年記念 

美の新地平—石橋財団アーティゾン

美術館のいま 

2026年 2月 14日（土） 

〜5月 24日（日） 

（88日間） 

※うち 2025年度 40日間 

1,500円 ※3/31迄 

 11,390人 

（285人） 

2025年度合計（263日間）                               59,467人 

（226人） 

 

２．石橋正二郎記念館の運営 

石橋正二郎記念館では、開館以来石橋正二郎にちなんだテーマにより寄託中の石橋財

団コレクションの作品を紹介してきましたが、7月 31日、通算 30期目をもって終了しま

した。8月より石橋財団により施設及びコンテンツのリニューアルが行われました。2026

年 2月 14日にリニューアルオープンした記念館では、近隣学校の地域学習や団体見学を

受け入れ、新しい機材を活用して一層わかりやすく正二郎のひととなりや業績、芸術振

興へのとりくみを紹介しています。 

また、今回のリニューアルで新たに導入された情報ライブラリーの※K-Dash コンテンツ

では、正二郎や石橋文化センター、久留米とのゆかりについてより詳しい情報を公開し

ています。 
※石橋財団より寄贈された、アーティゾン美術館の情報システム Artizon Cloudの考え

方を応用したデータベースシステムであり、コンテンツに対して情報を随時更新可能 

期 展示テーマ 会  期 
入館者数 

（1日平均） 

第 29期 正二郎の生きた時代 

−1928 久留米大学開学 

4月 1日(木) 

〜5月 18日（日）（43日間） 

 

※会期全体 

2月 8日（土） 

～5月 18日（日） （88日間） 

3,710人 

（86人） 

 

※会期全体 
6,801人 

（77人） 

第 30期 正二郎と久留米 5月 24日（土） 

～7月 31日（木） （60日間） 

4,031人 

（67人） 

リニューアル工事による休館 8月 1日～2026年 2月 13日（金） 

リニューアル工事の内容（公益財団法人石橋財団寄付） 

・エレ―ベーター更新 

・建築工事（外構、ロビーの石床、天井等の改修） 

・1階ロビーの美術館書籍閲覧コーナー設置 

・2階多目的ルームのプロジェクター新調 

・2階展示室改修・コンテンツ充実 

リニューアル後 

 

2026年 2月 14日（土） 

～3月 31日（火） （40日間） 

7,761人 

（194人） 

2025年度合計（143日間） 
15，502人 

（108人） 
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３．調査研究事業 

（１）作品収集、保存・修復のための調査研究 

①久留米市美術品収集委員会で審議する候補作品の選定 

「久留米市美術品収集方針」に沿った作品を 2025 年度の収集候補作品リストとし

て久留米市に提出しました。また、2024年度に久留米市美術品収集委員会での審議

を経て購入及び寄贈を受入れた作品については状態調査に基づいた画面および額

の修復・改善を経て収蔵庫にて保管しました。 

②展示・保管環境の管理 

久留米市所蔵品や石橋財団及び個人からの寄託作品の保全のため、万全の管理に

努めています。2025年度は開館 10周年を記念する「美の新地平—石橋財団アーテ

ィゾン美術館のいま」展など保管に万全の用意が必要な名品の数々を借用展示した

ため、美術館の展示環境に問題がないよう搬出入口や空調、温湿度等の管理を徹底

しました。 

③収蔵作品の公開 

  所蔵作品についてはデータベースを作成し、久留米市美術館ホームページの「作

品検索」機能で所蔵品の情報を公開しています。収蔵作品・寄託作品については定

期的な棚卸しにより所在や状態を把握し、新規収蔵作品については一般公開のための

写真撮影を進めています。 

 

（２）作家・作品及び展覧会企画のための調査研究 

2025 年度に開催した展覧会においては作家・作品の調査研究に基づく成果を展

示に反映するとともに図録等で発表しました。作品収集や、次年度以降の展覧会企

画の実施に向けての調査研究を行うとともに、2026 年度に予定している当館で初

めての所蔵品目録の発行に向けて、作品の調査や再点検を進めました。 

 

（３）久留米市美術館年報８（2024.4-2025.3）の刊行 

 久留米市美術館の 2024 年度の活動報告・作品収集状況をまとめた年報を刊行し

ました。 

 

４．教育普及事業 

（１）展覧会に関する美術講座等の開催 

  ①展覧会関連美術講座・ギャラリートーク等  

外部講師や当館学芸員による講座、学芸員及びサポート・ボランティアによるギャ

ラリートークのほか、ワークショップや朗読会を行ないました。本年は「時代を描く

～ビアズリー、橋口五葉、古賀春江」と題し、早逝した 3 人の画家の 3 本の展覧会

で同じテーマによる 6回の連続講座を試みました。 

 

 

講座名（講師名） 開催日 参加者数 

１「響きあう絵画 宮城県美術館コレクション」関連   

 
① 美術講座「宮城県美術館コレクションから−絵画のこぼ

れ話」（濱﨑礼二氏/宮城県美術館副館長） 
5月 11 日(日) 45人 

 ② 学芸員によるギャラリートーク  3回 (2025 年度) 第 1・3 日曜 計 59人 

 ③ ボランティアによるギャラリートーク 3回 (2025 年度) 第 2・4 土曜 計 55人 
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２「異端の鬼才 ビアズリー」関連   

 

 

① 講演「オーブリー・ビアズリーの魅力」 

② （井上友子氏／九州産業大学芸術学部教授） 
8月 2日(土) 
[小ホール] 

158人 

 
③ 美術講座：時代を描く(1) 「ビアズリー 生涯と芸術」

（原口花恵／当館学芸員） 
6月 7日(土) 60人 

 

④ 美術講座：時代を描く(2) 「運命の女〜象徴としてのサ

ロメ」（佐々木奈美子／当館学芸員） 
7月 12 日(土) 90人 

⑤ 担当学芸員によるギャラリートーク 5月 24 日(土) 60人 

 ⑥ 大人のギャラリートーク 
8月 16 日(土) 

17:00- 
47人 

 ⑦ 学芸員によるギャラリートーク 全 6回 第 1・3 日曜  計 207人 

 ⑧ ボランティアによるギャラリートーク 全 4回 第 2・4 土曜  計 95人 

３「橋口五葉のデザイン世界」関連   

 
① 記念講座「橋口五葉—モダン・デザインをもとめて」 

（岩切信一郎氏／美術史家、展覧会監修者） 
9月 20 日(土) 53人 

 
② 記念講座「橋口五葉と浮世絵研究」 

 （田村桂子氏／鹿児島市立美術館学芸員） 
9月 27 日(土) 44人 

 
③ 美術講座：時代を描く(3) 「橋口五葉の 1911 年—此美

人・さしゑ・耶馬渓」（井須圭太郎／当館学芸員） 
10 月 4 日(土) 41人 

 
④ 美術講座：時代を描く(4) 「同時代を生きた二人—橋口

五葉と青木繁」（森山秀子／当館副館長） 
10 月 19日(日) 44人 

 ⑤ 担当学芸員によるギャラリートーク 
9月 13 日(土) 

10 月 5 日(日) 

   24人 

  25人 

 ⑥ 学芸員によるギャラリートーク 全 2回 9/28, 10/12  計 55人 

 ⑦ ボランティアによるギャラリートーク 全 2回 10/11, 10/25 計 49人 

４「ちくご ist 深よみ 古賀春江」関連   

 ① 美術講座「古賀春江再考」（森山秀子氏/当館副館長） 11 月 29日(土) 55人 

 
② 美術講座：時代を描く(5) 「古賀春江と松田諦晶」（森

智志／当館学芸員） 
12 月 6 日(土) 37人 

 
③ 美術講座：時代を描く(6) 「古賀春江の時代」（宮﨑晴

子／当館学芸員） 
12 月 20日(土) 
[図書館３階] 

32人 

 ④ 担当学芸員によるギャラリートーク 
11 月 9 日(日) 

12 月 7 日(日) 

15人 

23人 

 ⑤ 学芸員によるギャラリートーク  全 4回 第 1・3 日曜  計 92人 

 ⑥ ボランティアによるギャラリートーク 全 4回 第 2・4 土曜  計 122人 
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展覧会関連ワークショップ等 

 

(２)その他教育普及事業 

事業名 開催日 参加者数 

１ キッズ・ファーストデー   
5月 5日(月祝)  

442人 

（高校生以下 57人） 

２ ファミリー・プログラム「ガリ版ミニ体験」 

 （後藤早智子氏/後藤ガリ版印刷所） 
7月 27日(日) 

[記念館 2 階] 

47人 

（大人 23人） 

（子ども 24人） 

３ 久留米大学講義（日本美術史Ⅱ）  

「近代洋画における九州人/筑後人」全 15回 
9月〜2026年１月 23人 

 合計 512 人 

 

（３）美術館ボランティア事業 

2025 年度ボランティア登録者数 35人（前年度 37 人） 

展覧会でのギャラリートークや、坂本繁二郎旧アトリエでのアトリエトーク、学校団

体の受入対応やワークショップの補助を行いました。また展覧会および坂本アトリエに

ついてのボランティア研修、福岡アジア美術館ボランティアとの交流会を実施しました。 
 

美術館ボランティア研修等 

  内容 開催日 

１ 「異端の鬼才 ビアズリー」展の概要研修 4月 26 日(土) 

２ 「橋口五葉のデザイン世界」展の概要研修 8月 23 日(土) 

３ 「ちくご ist 深よみ 古賀春江」展の概要研修 10月 13日(月祝) 

５「久留米市美術館開館 10周年記念  

   美の新地平—石橋財団アーティゾン美術館のいま」関連 
  

 

① 美術講座「石橋コレクションの新地平—青木繁、坂本繁 

二郎から森村泰昌まで」（伊藤絵里子氏／アーティゾン

美術館学芸員） 

3月 21 日(土) 70人 

 ② 担当学芸員によるギャラリートーク（2025 年度） 2月 14 日(土) 35人 

合計（主催事業のみ）47 回   参加者数  1,692人 

事業名（外部講師名） 開催日 参加者数 

１「異端の鬼才 ビアズリー」関連ワークショップ   

 
①版画制作講座「ビアズリーに学ぶ白と黒」 

 （後藤早智子氏/後藤ガリ版印刷所） 
6月 28日(土) 9人 

２「ちくご ist 深よみ 古賀春江」関連   

 

 

① 朗読会「詩と映像で楽しむ古賀春江の世界」 

（齋藤豊治氏/演出家、九州大谷短期大学名誉教授） 
11 月 22日(土) 
[小ホール] 

51人 

    合計 60人 
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４ 
「久留米市美術館開館 10周年記念  

 美の新地平—石橋財団アーティゾン美術館のいま」展の概要研修 

2026 年 

1 月 17日(土) 

５ 福岡アジア美術館・久留米市美術館ボランティア交流会 
2026 年 

2月 21 日（土） 
 

坂本繁二郎旧アトリエでのアトリエトーク 

 5 日間（全 10回）トーク参加者 計 223 人（全入場者数 3,132 人） 

 

（４）学校団体見学等（大学生以下）  ※入館者数には引率者を含む 

区分 件数 （前年度） 入館者数 （前年度） 

小学校 4件 （6件） 294 人 （360 人） 

中学校 24件 （10件） 3,332 人 （1,064人） 

 

 

うち市内中学校 

美術館鑑賞事業 
17件 （6件） 2,726 人 （902 人） 

高校等 7件 （4件） 400 人 （123 人） 

大学等 3件 （6件） 175 人 （126 人） 

その他 
（保育園・幼稚園含む） 

10件 （13 件） 222 人 （411 人） 

合 計 48件 （39 件） 4,423 人 （2,084人） 

 

５．美術館管理事業 

（１）作品鑑賞にふさわしい空間のための建物、空調設備などの維持管理（久留米市施工） 

 ・美術館 1階 2階展示室 冷温水発生機修繕 

 ・美術館 2階展示室チラー熱交換器洗浄 

・美術館空調自動制御機器修繕 

・美術館空冷ヒートポンプ修繕 

・美術館、石橋正二郎記念館消防設備修繕 

・美術館、石橋正二郎記念館自動扉開閉装置 

・美術館 2階展示室照明 LED化 

・石橋正二郎記念館空調設備改修 

   

（２）1階展示室貸与事業（前年度） 

    29件（27件）、延べ貸出日数 258 日（235 日） 

    入場者数 35,715人（30,403 人） 

 

６．広報事業 

・各種メディア、web サイト、SNS 等を通じた展覧会の発信 

・美術館開館 10 周年記念特設サイトの構築及び開設 

 

７．美術館ショップ事業 

・展覧会に併せた各種グッズの販売 

・絵はがき等オリジナル商品の製作・販売 
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≪収益事業≫ 

収１ ホール運営事業及び会場利用者サービス事業 

 

石橋文化ホール・文化会館施設貸与において、看板、花、ピアノ調律などを受注し、利

用者サービスに努めました。 

 

収２ 売店・喫茶事業 

 

カフェ＆ギャラリーショップ楽水亭（石橋文化センター内）において、メニューのリニュ

ーアルと価格改定を行いました。 

    

収３ 久留米市等公共団体からのイベント受託事業 

 

  今年度は受託事業がありませんでした 

 

収４ 久留米市の公共施設の管理運営事業 

 

１．久留米市野中生涯学習センター 

 石橋文化センターに隣接する久留米市野中生涯学習センターの指定管理者として、昨年

度より新たに５年間の指定を受け、その１年目の管理運営を行いました。 

（１）施設貸与状況  

 

 

利用可能日数 

（日） 

利用率 

（％） 

利用者数 

（人） 
内 訳（人） 

当年度 322 54.9 49,764 
登録団体利用者数  37,480 

一般利用者数  12,284 

前年度 319 56.7 60,108 
登録団体利用者数  42,773 

一般利用者数  17,335 

※2025 年 8 月 1 日(金)から 2026 年 2 月 6 日(金)まで、多目的ホール（体育館）の天

井・照明改修工事のため、多目的ホールおよび多目的室については、貸出停止。 

 

２．久留米市民交流センター（久留米市庁舎内） 

 1995 年１月の久留米市庁舎落成と同時に受託開始し、以来、約 31 年間にわたり管理運

営を行っていましたが、久留米市において本庁舎 2階くるみホール及び 3 階会議室の一般

貸出を停止されましたので、本年３月 31日をもって管理運営を終了しました。 

 

収５ 駐車場管理運営事業 

 

文化センター諸施設の利用者に供するとともに、イベント時に警備員を増員することで

入出庫時の混雑解消や周辺渋滞の緩和に努めました。 
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《事務局事業》 

１． 石橋正二郎名誉市民顕彰会 

世の人々の幸福と郷土の発展を願った石橋正二郎名誉市民の理念を広く伝え、これか

らのまちづくりを進めるために顕彰事業を実施しました。 

 

（１）会員の状況  

2025年度会員 個人 84人（115口）  法人 68社（68口） 

 

（２）事業実施状況 

①墓前祭 

 2025年 9月 11日（木）千栄禅寺 86人 

②ゆかりの地見学会「ブリヂストン久留米工場」 

 2025年 11月 27日（木）29人 

③講演と展覧会鑑賞 

 2026年 3月 18日（水）27人 

 

２．青木繁記念大賞ビエンナーレ 

1992 年に「青木繁記念大賞公募展」としてスタートし、その後、「青木繁記念大賞西日

本美術展」、「青木繁記念大賞ビエンナーレ」と名称と内容を変えながら開催してきまし

たが、2023 年に第 7回展をもって終了し、2025 年度末に実行委員会を解散しました。 

また、次代の美術文化を担う若い才能の発掘と育成、これまで培ってきた芸術文化の

継承と地域文化の振興を図るため、新たな公募展となる「青木繁記念九州高校生美術公

募展」実施に向けて、福岡県高文連など関係機関と協議を行いながら、実行委員会の立

上げや審査員の選定、作品募集の方法など、公募展開催に向けて準備を進めました。 
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Ⅲ 処務の概況 

 

１.役員に関する事項                   

2026 年 3月 31日現在 

役 員 氏名 就任年月日 担当職務 現職 

評議員 杉山 武司 2025. 4. 1  
株式会社ブリヂストン九州生産部門長

兼久留米工場長 

 喜多村 浩司 2023.  6. 27  久留米商工会議所会頭 

 内野 博夫 2021.  6. 29  久留米連合文化会会長 

 絹笠 順一 2011.  4. 1  久留米文化推進協議会名誉会長 

 田中  功一 2021.  6. 29  久留米市議会議員 

 田住 和也 2023.  6. 27  久留米市議会議員 

 早田  耕一郎 2021.  6. 29  久留米市議会議員 

 井上 謙介 2020.  6. 24  久留米市教育長 

 豊福  由紀子 2021.  6. 29  久留米市総合政策部広域行政担当参与 

理事 楢原 利則 2013.  6. 20 理事長 久留米市美術館館長 

 永田 見生 2017.  3. 1 副理事長 久留米大学顧問 

 本村 康人 2013.  6. 20  前久留米商工会議所会頭 

 西嶋 大二 2015.  6. 23  公益財団法人石橋財団常務理事 

 龍頭 宏典 2013.  6. 20  旭ゴルフ株式会社相談役 

 甲斐田 義弘 2025.  10. 7  久留米市議会議員 

 石田 眞一郎 2025.  10. 7  久留米市議会議員 

 橋本 政孝 2022.  8. 15  久留米市副市長 

 田代 理香 2023.  6. 27  久留米シティプラザ担当部長 

 宮原 義治 2025.  4. 1 常務理事  

監 事 高口 博志 2025.  4. 1  久留米市会計管理者 
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２．会議に関する事項 

区分 年月日 議事事項 会議の結果 

臨時評議員会 

（みなし決議） 

2025 年 

4 月 1 日 
第 1 号議案 常務理事の選定について 原案承認可決 

第 2 号議案 事務局長の選任について 原案承認可決 

第 1 回 

定例理事会 

2025 年 

5 月 23 日 
第 1 号議案 2024 年度事業報告並びに決算について 原案承認可決 

第 2 号議案 定時評議員会の招集につい 原案承認可決 

定時 

評議員会 

2025 年 

6 月 11 日 
第 1 号議案 2024 年度事業報告並びに決算について 原案承認可決 

第 2 号議案 任期満了に伴う評議員の選任について 原案承認可決 

第 3 号議案 任期満了に伴う理事の選任について 原案承認可決 

第 4 号議案 任期満了に伴う監事の選任について 原案承認可決 

臨時理事会 

（みなし決議） 

2025 年 

9 月 25 日 
第１号議案 評議員会の招集について 原案承認可決 

臨時評議員会 

（みなし決議） 

2025 年 

10 月 7 日 
第１号議案 理事の選任について 原案承認可決 

第 2 回 

定例理事会 

2026 年 

3 月 25 日 
第 1 号議案 2025 年度補正予算専決処分について 原案承認可決 

第 2 号議案 2026 年度事業計画並びに予算について 原案承認可決 

第 3 号議案 評議員会の招集について 原案承認可決 

 

 

３．許可・認可・承認に関する事項 

 なし 

 

４．届出・申請等に関する事項 

年月日 項目 摘要 

2025 年 4 月 15 日 法務局へ登記 
評議員 1 名の就任、 

理事 1 名並びに監事 1 名の辞任及び就任 

2025 年 5 月 4 日 福岡県（電子申請） 役員変更の届出 

2025 年 6 月 27 日 福岡県（電子申請） 2024 年度事業報告等の提出 

2025 年 6 月 30 日 法務局へ登記 
理事 8 名の重任、理事 2 名退任 

代表理事 1 名重任、監事 2 名重任 

2025 年 7 月 22 日 福岡県（電子申請） 役員変更の届出 

2025 年 10 月 9 日 法務局へ登記 理事 2 名の就任 

2026 年 3 月 6 日 福岡県（電子申請） 役員変更の届出 

2026 年 3 月 12 日 法務局へ登記 監事 1 名の辞任 

2026 年 3 月 30 日 福岡県（電子申請） 2026 年度事業計画書等の提出 
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５．組織に関する事項 

※2026年 3月 31日現在・常勤役員は含まず 

（ ）内は前年度 

 一般職員 嘱託職員 
市職員 

（派遣） 

他団体へ 

派遣 
合計 

総務課 3（3） 1（1） - - 4（4） 

会場サービス課 4（4） 1（1） - - 5（5） 

企画広報課 4（4） - - - 4（4） 

園内魅力推進課 6（5） 1（1） - - 7（6） 

美術館総務 2（2） 1（1） - - 3（3） 

学芸課 4（4） 2（1） 1（1） - 7（6） 

合 計 23（22） 6（5） 1（1） - 30（28） 

  
 

６．法人の運営体制の充実を図るための取組 

法人運営の適正化及び透明性の向上を図るため、理事会及び評議員会においては、法令 

及び定款に基づく運営を徹底するとともに、議題資料を事前に配布し、重要事項の説明や 

事業の状況を共有することで、活発かつ多角的な審議の充実を図った。組織内部において

は、毎月２回の管理職会議及び総務部門と各部署間の定期的なヒアリングにより、予算執 

行状況や事業の進捗等を定期的に確認することで、リスク管理の徹底と適正な法人運営の 

推進に努めた。 

 
 
 

Ⅳ 附属明細書 
 
 

 ２０２５年度の事業報告の附属明細書について、事業報告の内容を補

足すべき重要な事項は存在しない。 
 


